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愛知北米移民の研究（ I ) 
一 海部 ・津島地域を中心としてー

筒 井 正

1 .はじめに

海外移民に関する研究テーマは多様性に富み、同時に研究材料は豊富である。

移民研究は、これまで歴史学・ 地理学 ・社会学 ・人類学 ・言語学など多岐にわた

る分野の研究者が独自の立場で個別的におこなってきた（1)0

愛知県における移民研究は、ほとんど進んでいない。僅かに北米愛知県人会が

1920年に編纂した 『北米愛知県人誌』があげられる。同警は、序文において

「（北米愛知県人の）活動発展の現状を北米愛知県人会より故国愛知県の同胞に紹

介する報告書」 と位置づけ、愛知県出身者の渡米後の歩みや愛知県人会の活動等

について掲載している。しかし、出移民の要因やその実態に関する記述はなく 、

また、1920年以降の愛知県出身者の歩みに関する報告書は皆無に等しく 、愛知の

移民研究はその緒についたばかりといえるヘ

本稿においては、北米移民を多く送り出した海部・津島地域を中心として、 明

治中期から末期にかけて急増した北米移民の契機とその実態、出移民の要因につ

いて論じてみたい。

2. 北米移民の契機とその実態

(1) 山田芳男の漂流と移民の始まり

木曽川下流域で、海部郡西部に位置する八開村丸島地内に、通称「コロンブス

の碑」と呼ばれる石碑がある。この石碑は1923年、丸島出身の山田芳男を北米移

民の先駆者 ・功労者としてその功績を讃えるため、北米愛知県人会が建立したも
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のである。

碑文によれば、山田芳男（本名山出八百蔵）は1856年丸島で生まれ、 1881年ラッ

コ捕獲船に乗り操業中北方海域で避難し、米国の捕鯨船に救助されτサンフラン

シスコに上陸した。同地で富豪のへンドルと出会い、同氏の経？討するサクラメン

ト平原ナトマのブドウ図に就労した。山田はへンドルより移民勧誘の依頼を受け、

1889年に帰郷し、郷里の丸島を中心に移民の勧誘を行い、同郷の者6名を含む11

名が同年末渡米した。これが愛知県出身者による北米への集団移民の始まりとさ

れている。

カリフォルニア州では、ゴールドラッシュ以降、州都サクラメントやサンフラ

ンシスコなどで人口が急増し、農産物の需要が増大した。それまで、農業労働力

の主要な担い手であった中国人は、白人社会にうまくとけ込めず、 1882年の中国

人排斥法により労働市場から閉め出されてしまった。山田がサクラメント平原で

働き始めた1880年代は、日本人移民も少なく「平時機府（サクラメント〉に在る

者僅かに二～三O人に過ぎずJといった状況で、アメリカ西部の労働市場は深刻

な労働力不足となっていた九

当時、海部・津島地方における一般労働の賃金は極めて低く、段業労働は日給

にして 7～8銭、重労働であるクネタ（高畝）作りは12～13銭であった。これに

対して、山田芳男に引率されて北米に渡った先発i隊が就労したナトマのブドウ図

における日給は、 1ドル25セント（当時の為替レートに換算して l円67銭〉で、

先発隊が渡った翌1890年の 2～3月ごろに数名の者から若干の送金があり、八開

村及びその近隣の人々の間に北米への出稼ぎが有望であることが知れわたり、 18

90年代後半になると、数多くの若者が北米に渡った九

(2) 海外渡航の実態

外務省外交史料館肢の「海外旅券下付（付与）返納表進達一件」によれば1868

～1908 （明治初～明治41)年の聞における地域別旅券下付状況は表 lのようであ

り、アメリカ・ハワイ・朝鮮・清国をはじめ東南アジア、中南米諸国などに渡航

した愛知県出身者は4384名に迷している。

明治期の愛知県における海外波航者の出身地を見てみると、地域的な偏在が認
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められ海東郡 ・海開郡 ・中島郡 ・名古屋市 ・知多郡・碧海郡などが多出地域となっ

ているo とりわけ海東郡 ・海西部（現海部・津島地域）が多く 、さらに隣接する

中島郡を含めると海外渡航者全体の43.9%で、明治期における海外渡航の中心は、

尾張西部の農村部であった。

海部 ・津島地域の年次別旅券下付状況は表2の通りで、海部・津島地域におけ

る北米移民は、先ず山田芳男の出身地八開村において先鞭がつけられ、やがて近

隣の佐織町・ 津島市・平和町 ・祖父江町などへ広がっていった。主な渡航先は表

3のごとく 、アメリカ、メキシコ、ハワイ、アジア諸国のJI頃となっており、特に

ハワイを含めたアメリカへの渡航者は63.4%となり渡航者全体の 3分の 2を占め

ているO 波航状況についてみてみると、1899～1900年にかけて第一次ピークを迎

え、アメリカ移民が大部分を占め、ついで1906～1907年にかけて第二次ピークを

迎え、この時期の主な波航先はメキシコ（同時期における海外渡航の83%）となっ

ている。渡航目的は表4に見られるごとく 、海外渡航者全体の80%が出稼ぎ移民

であった。

メキシコへの波航者は、移民会社の斡旋によりメキシコ国内の炭鉱や鉄道工事

現場などでの出稼ぎを目的とした移民であり、アメリカにおいて日本人排斥運動

が激しくなった1906年から急増した。しかし、メキシコに渡った移民のほとんど

は、メキシコ国内での労働に就業することなくアメリカに入国していった。いわ

ゆる 「メキシコ廻り」のアメリカ移民であった（5)0

(3) 移民の急増と地域経済に及ぼす影響

移民の急増は地域経済に機々な影響をもたらした。当時の新聞「新愛知』（中

日新聞の前身）によれば、北米移民の状況とその影響について「米国渡航者と地

主の恐慌」と題して

「近来尾張津島地方より米国へ渡航するもの非常に多き由なるが今其理由を聞

くに或るものは一両年間渡航して千円を持ち帰れり或る人は五百円を貯蓄したり

との噂同地方に喧伝せられ労働者は内地にありて僅か一日廿五銭や三十銭に狭狭

とし農家にてはーヵ年耕作して地主に年貢を納め清算したらんには僅々の利益な

れば寧ろ海外に波航して巨利を得るに如かずとの意より渡航の念を起こし既に去
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る二日にも一時に三O余名出発し藤浪村大字見越の如きは渡米者一戸平均一人半

余に当たれり尚出願渡航準備にわの者少なからず是れ等は多く農業に従事しありし

者なるが一朝渡航するH寺は同時に農業を中止するを以て自然余裕地を生じ従来相

争って小作人たらんと望みし習慣も昨今は却って反対の傾向となれり若し昨今の

渡航者にして前渡航者の如く千円も持ち来たり好結果あらんには今後一層増加す

るは必定にしてかかる場合には肥田沃野も耕－転の人なく為に定漠たる草田原野と

変すべしとて地主は大いに紀愛しつつありと云ふ。」

と報じており161、農村部における移民の急増は、農業労働力の減少を招き、地主

にとって深刻な問題になりつつあった。

海部郡内でも、とりわけ移民多出地域である旧草場村（現佐織町）では、戸主

や長男が多数移民しており、また村内における課税等級において、中流以上の戸

の出身者”が多数を占めている九

問地域は藍の栽培や佐織縞の生産に従事していた家が多く、それまで地域経済

を中心的に担ってきた上層 ・中層の人々が将来への展望を失い、手っ取り早く収

入を得．る適当な手段として移民を選んだものと考えられる。

移民者から郷里への送金は、地域経済を大いに潤した。藤浪村（現佐織町）で

は1903年において、アメリカ移民者111名からの送金45,000円が見込まれており｛へ

1人当たりにすると400円をこえる金額である。当時、米 1俵の値段が4円36銭、

農業労働の賃金が男で 1日40銭の時代に400円は普通には手にすることのできな

い大金であった。

草場村（現佐織町）の戸数割課税等級（25等級に分かれている）について、18

89年から1906年の推移を見てみると、 5等級以上の上昇が17軒あり、このうち11

軒がアメリカ移民を出している家で、これは仕送り資金によるところが大きいと

考えられるヘ

アメリカ移民は、地主階層にあっては労働力の流出による年貢収入の減少や農

地の荒廃をもたらすこととなったが、 一方で移民先より郷里に送金される大金に

より地域経済が潤うこととなった。八開村や佐織町－などでは、大金を手に故郷に

錦を飾り、家屋の新築や土地の購入あるいは事業を起こした人が多数いる。

また、移民して彼の地に定住した人たちは、異国の地で客員に汗しながらも故郷



愛知北米移民の研究（ I) 19 

のことを忘れなかった。むしろ、異国にいるからこそ望郷の念は人一倍強いもの

があった。移民した人々は、郷里の肉親への送金は言うに及ばず、神社 ・仏閣へ

の寄進も盛んにおこなっている日目。

3 .出移民の要因

(1) 移民先駆者の存在と呼び寄せ

山田芳男は、ハリマンの経営するナ トマのブドウ闘やサンフランシスコ対岸オー

クランドのワイン工場で、日本人労働者の監督として働き、また愛知県からの移

民を世話した。 1892年にはサクラメン 卜で日本人相手の旅館経営を始めているO

当H寺仁i本人が経営する旅館では職業の斡旋も行っており、愛知県出身者の多くは

山田の世話により、サクラメント平原一帯で職を得て農業労働に従事した。山田

の恩顧を受けた海部 ・津島地域出身の移民者は、その数260余名にのぼっているO

呼び’寄せによる移民ブームの契機について『北米愛知県人誌Jは、「この年

（明治二十三年〉一月、昨冬十月故国を出発したる鬼頭以下（山田芳男に引率さ

れた北米移民者十一名） より、無事に太平洋五千浬を踏破して米国桑港に上陸し

たりとの報道郷里に逮す。郷去最：は彼等一行が無事に目的地に達したるを歓喜する

と同時に、 一行が各自その父兄に宛てて詳細に認めたる私信に依りて、山田の帰

国中に物語れる加州、｜の産業、労働界の大勢、米国人の生活状況等の詐りなきを確

かめ得たると同時に、当時ナトマのブドウ闘に於ける労働賃金が自給壱弗二十五

イ111とし、ふ高価なるに喫驚し、続いて二三月頃二三者より若干の送金ありしに及ん

で初めて米国労働界の有望なるを確認し、蕊に第二遠征隊の続発を見るに至れ

りJ'IUと記しているO

山田による移民勧誘、移民者からの呼び、寄せと郷里への送金などにより移民ブー

ムが起こり、 1891年～1900年の10年間に、海部 ・津島地域からアメリカに渡航し

た者は579名にのぼり、そのほとんどが出稼ぎを目的とした移民であった。

(2) 自然災害

1896年8月下旬に発生した集中豪雨は、中小河川の氾濫をもたらし、海東郡に
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おける浸水家屋は9000戸近くにのぼる大惨事となった。この惨状について、当時

の『扶桑新聞』は、「尾強海東海西両郡水災被害地の人民は溜て衣食住に窮しつ

つあるが、殊に農家は凹畑全く荒廃に帰し、今後一両年間は到底収穫党束なきの

みならず、災後待ちありし破堤修繕工事は目下国庫の補助を申請rjlにて未だ工事

に着手せず、為に農家は一つの執るべき業務なく 、益々貧窮に陥るを以て、昨今

他府県下へ出稼ぎに出づる者齢、なからず」と報じている自由。

さらに翌1897年9月末の雨台風により、八日目村鵜多須地内で佐屋川（木曽川の

支流）の堤防が約90メートルにわたって決壊し、中島郡の一部および海東 ・海西

の 2 郡（現海部郡）の過半は濁流の額うところとなった。「鵜多~Ji切れj の名で

知られるこの大水害は、八開村を始め海部・津島地域にi路大な被害をもたらした。

打ち続く自然災害で生活が困窮化し、京阪神や北海道、さらには海外へ移住す

る人もでてきた。当時の新聞『新愛知』によれば、「近来米国の／~業に出稼ぎす

る者非常に多く、就中海東郡藤浪、 J11淵、 草場、津島町等殊に峨んなり。今海東

郡役所の調査に因るに三十一年二月より今年一月廿九日に至渡航者総計二百三十

一人なりと」とあり、さらに「海東郡における米国渡航者は郡役所－の調査によれ

ば昨年以来一昨（明治三十二年三月）六日まで三百廿二人、其：中一月中の渡航者

は九十五人ありjとありω、1899年 2月には 1カ月間で95人が渡米している。こ

のように多発する自然災害によって生活基盤を失い、 一鍛千金を~：；見で海外に移

民していった者も少なくない。

(3) 地場産業の衰退

濃尾平野は豊かな穀倉地帯で、概して水田地帯が畑作地帯よりも多いが、海部

郡内の八開村や佐織町で、は、水田よりも畑の方が多くへ同地域では近世以米主

要な換金作物として木綿の栽培が盛んで、 16世紀末には「尾張の白木綿jが綿織

物の銘柄品として知られていたOSl0

また、 1822年に樋口好古が著した『尾張御行記』の二子村（現八開村二子〉の

頁には「丸島ニテハ多ク藍ヲ作レリ、此辺マッチニテヨク土地ニアへリJとあり、

近世後期には八開村や佐織町において藍の栽培が盛んに行われ、隆や木綿を！原材

料にして、家内工業としての綿織物業が早くから発達していた。
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18世紀中ごろに、佐折村（現佐織町）のー農民が佐織縞と呼ばれる綿織物の技

法を開発し、 18世紀後半には京都の西怖から桟留縞の技術がもたらされ、さらに

19世紀初頭に結城縞の技術も伝わり、尾張を中心とする濃尾地方は全国有数の機

業地帯；へと発展した。

尾張の織物業は京都の西陣を凌ぐ勢いとなり 、江戸後期の農学者大蔵永常は

『広益国産考Jの中で「桟留縞は昔京都西陣にて織りたるよしなれども、今は多

く織る事なくして尾州、｜より織出し諸問へ売出す事数百反と云ふべしJと記し、か

なりの盛況であった。

明治政府は産業振興策の一環として海運業を保殺し、 1893年にはボンベイ航路

を開設して、安価で良質のインド肢の熊や綿花の輸入が始まった。インド産の蜂

は日本JU£のj誌に比べて色ぷの含有誌が多く、輸入のよ・Xi力nにより箆栽情農家は大き

な影響を受けた。さらに1880年ドイツのバイヤーが躍の色素であるイジンゴの化

学合成に！点以jし、1904年から合成度の輸入が急増して墜栽培農家は大打撃を受け

..，－~ ，，。

藍栽培のrp心地で、ある川淵村（現佐織1£1J)についてみてみると、 1897年におけ

る葉藍の作付け面積は400反に対し、 1905年には皆無となっており119、洋藍や化学

染料の輸入、そして1900年以降の佐織縞の不振などにより地元産の磁の需要が激

減して、 J~家は藍の栽培をrj:i止せざるを得なくなった。

また、 1890年代以降、紡績業における機械制生産が急増し手機織は衰退に向かっ

た。機械紡績において｜司木の在来高lf｝は不向きであった。在来綿は綿毛が10ミリ程

度で、太く短くねじれが少ない。インド ・アメリカなどから輸入される綿は、綿

毛が30～40ミリで長く繊細で、機械紡綴に適している。機械紡績の発達に伴い、

輸入綿花の漏嬰が増大して、綿花の栽応は衰退に向かい、愛知県でもとりわけ綿

花栽培が憾んであった尾張地域の綿作民家に壊滅的打躍を与えた。

佐織縞の生産は、農家の家内工業的な色合いが強く、零細な生産者が多かった。

結局、佐織縞は機械紡織に太刀打ちできず、また織物の幅が狭く染色が悪いこと

や、全体として粗製il監造に流れたことなと‘が相まつて急、速に衰退していつ fこn

八関村や佐織｜町．などでは、藍や綿などの商品作物の栽培や綿織物業といった地場

産業が衰退する時期に北米移民が急増している。
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以上に述べてきたように、海部 ・津島地域における移民多出の要因は、①移民

先駆者の作犯と移民者による呼び寄せ、②向然、災害により生活基盤を失った人が

多数でたこと、③地場産業の衰退や産業構造の変化に伴う余剰j労働力の発生など

で、｛.茶々な~閃が複縦に関与しあって、移民を多く送り出すこととなった。

おわりに

移民ブームから4l一間紀が過ぎ去ろうとしているo 海外移民のことを知る人は

少なくなってきた。また、アメリカの日系社会は－ベ｜片 ・問Iii:の代となり、日本語

を理解できる卜l系人は少ない。郷里との関係も政速になりつつある。

移民した人たちは、日米関係の狭間で翻弄され、俳「！のjぷに遭い、ときには日

本人・ 11系人であるが放に、犯罪者のごとく｜漏出It.収符されるという痛ましい幾多

の辛酸をなめてきた。彼らの歩んだ道のりを明らかにし、それを記録することは

急を要する。

本稿は、紙I~日の関係で海部・津島地域の出移民の笑態と移民の要因分析に留め

た。移民の展開や愛知県人会など日系コミュニティーの形成については別の機会

に譲ることとするo



表 l 明治m愛知県出身名・の旅券下付状況

＼＼  1868～1908年の合計

百＇liltUl日 I 0 9 2 
ド．

百d西.r.~ 3 3 4 
ー ・-
中Ot!U 4 9 7 

名古鼠市 7 !l G 

愛知ll日 I 3 !I 

格lヨチ1：郡 I (i 0 

丹羽』：日 7 G 

知l多f.~ ：~ 1 I 

織]itl6 7 4 

~i侮P.5 2 0 8 

tJirnne 5 9 

宝飯m 6 0 

滋災ue l 3 9 

その他 4 0 9 

合計 4 3 8 4 

外務省外交史料館所蔵「海外線券下付
〈付与〉返納袋.i!!liJ!-{!t-Jより作成

袋 3 首•iffll . r.nおIll身者のおもな海外波航先

ハワイ

(9. 8X> 

メキシコ

C27.3X) 

1868(1JL)～1908（胤I)

その他（2.IX) 

C'JI！~ (3. 2X) 

11:¥V処淡 I：怠I限

アメリカ

(53. GX) 
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表 2 海部.ill~地織におけ・る餓券下付状況
1868（明治元）年～ 1908（明治41）年

＼ 
大 蟹 佐 佐 七 ~ 十 立 徐 飛 J¥ 美 弥 ~ 

自 四

治 江 総 匝 宝 号手 山 回 ＆ E主 t:ti 和 富 計

1868～ 
1888 (M21) 
1889〔M22)
1890 (M23) 4 s 
1891 (M24) 3 17 21 
1892 CM25) 2 7 
1893 （~!26) 34 2 8 45 
1894 CM27) 4.1 3 2 9 I 24 81 
1895 （舵8)
1896 （限9) 6 l 9 
1897 CM30) 13 2 7 4 27 
1898 CM3l) 26 2 7 2 3 4 46 
1899〔旧2) 1 80 5 9 21 18 134 
1900 (ld33) 2 93 32 2 2 10 64 24 12 243 
1901 CM34) l 3 13 3 8 31 
1902 (M35) 2 6 4 3 3 20 
1903 CM36) 2 31 12 l 22 9 l 81 
1904 (M37) 23 4 8 1 19 7 16 7 85 
1905 CM38) 16 4 9 8 2 4 3 49 
l鈎6(M39) 4 5 66 31 48 3 28 39 4 26 31 26 311 
1907 CM40) 4 7 19 13 27 3 5 24 1 15 5 14 138 
1908 （胤1) I 4 3 8 1 2 2 27 

合計 15 20 460 114 130 8 8 66 229 8 172 73 59 1362 

出典袋 l~関
本倹浜開港織で旅券を下付された者のうち、 『海外線券下付（付与〉返納表進途
一件』に記紙されてい江い者もあり、実際にはもう少し悠えるものと思われる．

法H 海部.t位e出身者のおもな渡航目的

1868(Ml)～1908(M41) 

jljlJl(l2. 5 ) 

その他（2.0)

呼び寄せ（2.9 ) 

ff.W~ ~ l参1縦

農業（50.必〉
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J王

(1) 移民研究の動向は、移民研究会編 『日本の移民研究J(1992）に詳しい。

(2) 北米移民を多く送りだした海部 ・津島地域において、移民関係の記述が掲載されてい

る自治体史として、『七宝町史.BCl 976）・『佐織町史J通史編(1989）・『八開村史』通史編

別冊（2000）がある。『八I~日村史』においては、 筆者が八｜刻村を中心に海外移民に関する

調査研究を行い、「愛知の北米移民」と題して出筆した。また、報告書として、拙著「近

代アメリカ移民一丸島コロンブスと愛知アメリカ移民について－J（愛知県教育振興会

『教育愛知JJ第40巻第11号、 1993）、羽澄英治「愛知のアメリカ移民J（『維景日本 ・アメ

リカJ1997）、石岡泰弘「統計から見た愛知県における海外渡航の様粁IJ（名古屋郷土文

化会『郷土文化』第53巻3号、1999）等があるにすぎなし1。

(3）北米愛知県人会編『北米愛知県人誌J(1920) p .185 

(4）八開村史編さん委員会編『八開村史j通史編別問P.219

(5) メキシコ移民に｜剥しては、エンリーケ・コルテス『近代メキシコ日本｜長l係史』 (1988)

が詳しく、また、海部 ・津島地域からのメキシコ廻りのアメリカ移民については、前掲

f八開村史j通史編別冊JP.286以下に詳しし、。

(6) 『新愛知j明治33(1900）年3月6日付－

(7）佐織町史編さん委員会編『佐織町史J：＠史編P.207

(8）佐織町史編さん委員会編『佐織町史J資料編二P.678

(9）前向 『佐織町史j通史編P.227

(10) 1927年、 海部 ・ 津品出身の北米移民者255名がl昭和夫~1111J位の御大典を記念、して津島市

に銀座する津島神社の岡大鳥居を寄付したのをはじめとして、 ~m盟のtll刷： ・ 仏閣への寄

進は現在確認できているものだけで17カ所に及んでいる。

(1昔前掲 『北米愛知県人誌jP.188～189 

(12) r扶桑新聞』 明治29(1896）年11月6仁川、f

(13) 「新愛知』明治32(1899）年2月2Fl付＼及び同年3月8口付

(14} 前掲『八開村史』民俗編P.24、前掲『佐織町史j資料編二P.535～560

(15) 武部善人『綿と木綿の歴史』 (1989)p .100 

日日 前掲 f佐織町史』通史編P.207

間『扶桑新聞』明治29(1896）年8月27E:I 付によれば、 「海東西君I~ ・ 中島三郡の機業者凡そ古．

00戸より産出する佐織木綿は昨今不振。経済社会の大変動、金融のilii迫、木綿輸出も

盛時の半時になる」と佐織木綿の不振を報じているo

（っつい ただし文化人類学〉




